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発見しました（図 3）。波長が 266 nm の場合に、
最も効率的に二酸化炭素分子の分解・炭素粒子合成
が行われることがわかりました（532, 335, 216 nm
の場合は炭素ナノ粒子が合成されません）。二酸化
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図 2  実験装置の概要。臨界点極近傍二酸
化炭素（31.0 °C, 7.38 MPa）に紫外線レー
ザー（YAG）を照射する。 
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図 3  臨界点極近傍二酸化炭素中（31.0 °C）へのレ
ーザー照射（波長 266 nm; 50,000 パルス）後に、基
板上に生成された粒子。(a) 粒子の走査型電子顕微
鏡像; (b) 元素分析（緑: 炭素）。紫外線フォトンと
二酸化炭素分子の相互作用により二酸化炭素分子が
分解され、炭素粒子が生成される。 
